
学校番号 317 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 
現代文 B 単位

数 
２ 年次 3 

使用教科書 新探究現代文Ｂ（桐原書店） 

副教材等 
「新現代文単語」（いいずな書店）、新国語便覧（第一学習社）TOP２５００（いい

ずな書店）新国語問題集現代文（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・高校卒業後、社会に出るにあたって必要な国語力を身につけることを心がけましょう。 

・授業では幅広い分野の文章を扱い、話し合いや文章記述、発表など、アクティヴな活動を取り

入れていきます。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」を確実に

身につけ、他者を尊重する姿勢を持って、他の生徒の意見を理解しようと努力し、相手とコミ

ュニケーションをとるための「話す・聞く能力」を身につけてください。 

・予習として必ず本文を読んでおき、授業の後には内容を振り返って復習をしてください。 

・適宜実施される小テストでは充分に学習した上で臨みましょう。 

・提出物について、不備のない状態で期限を守って必ず提出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めることができる。 

・様々な文章や話し合いを通じて、ものの見方，感じ方，考え方を深めることができる。 

・情報を踏まえて考察し、それをまとめて表現することができる。 

・進んで読書することによって国語力の向上を図り、人生を豊かにする態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意

欲・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を進んで

高めるととも

に、幅広い分野

の文章を読ん

で、言語文化に

対する関心を

深め、国語を尊

重してその向

上を図ろうと

する。 

様々な情報を分

析、整理し、目的

や場に応じて効

果的に話し、的確

に聞き取ったり、

話し合ったりし

て、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

語彙を豊かに

し、自分の表現

を深めること

で、相手や目

的、意図に応じ

た適切な表現

による文章を

書くことがで

きる。 

構成、展開、要旨

などを的確に捉

え、文学的な文章

においては人物、

情景、心情の描写

文章を正しく読

み取り、自分の考

えを深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解するととも

に、語彙の知識

を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（授業プリン

ト、問題集の提

出等） 

行動の観察 

（授業プリント

の記述の点検 

授業での発言等） 

記述の確認及

び分析 

（授業プリン

ト、提出物等） 

定期考査 

記述の確認及び

分析（授業プリン

ト、提出物等） 

定期考査 

記述の確認（授

業プリント、提

出物等） 

定期考査 

小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論
（ 

教材：『言葉の〈意

味〉と〈表象〉』 

 

○   ◎ ○ a:思考の柔軟性を持とうとし、

主体的に考えようとしてい

る。 

d:筆者の考え方を本文全体の

論理の展開に即して正しく

つかんでいる。  

e：言語に関する評論独特の語

彙について理解を深める。 

a：記述の点検及び提

出物 

d、e：記述の確認と分

析及び定期考査 

小
説
（ 

教材：「檸檬」 

 

     

○   ◎ ○ a:「私」の心理的な推移につい

て理解しようとしている。  

d:「私」の特徴的な感覚につい

て理解している。 

e:表現上の特色を把握し、作品

の深い理解へ進めている。 

a,d,e：授業プリントの

記述の点検及び定期

考査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
学
期 

評
論
（ 

教材：『オブジェ

とイマージュ』 

○   ◎ ○ a:思考の柔軟性を持とうとし、

主体的に考えようとしてい

る。 

d:筆者の考え方を本文全体の

論理の展開に即して正しく

つかんでいる。  

e：認識論について理解を深め

る。 

a:行動の観察、提出物

の点検 

d:授業プリントの記述

の点検及び定期考査 

e：提出物の点検、小

テスト及び定期考査 

評
論
（ 

教材：『市民社会

化する家族』 

 

 

○  ○ ◎ ◎ a:思考の柔軟性を持とうとし、

主体的に考えようとしてい

る。 

d:筆者の考え方を本文全体の

論理の展開に即して正しく

つかんでいる。  

e：近代社会の特徴について理

解を深める。 

a:行動の観察、提出物

の点検 

cd:授業プリントの記述

の点検及び定期考査 

e：提出物の点検、小

テスト及び定期考査 a:

行動の観察 

 



小
説 

教材：『沙魚』 

『アノマロカリ

ス』 

 

〇 〇  ◎ 〇 a：主体的に作品を鑑賞しよう

としている 

b：読後の印象を他者と話しあ

える。。 

d：登場人物の心情、作品の主

題を理解できる 

e：小説に特徴的な表現が理解

できる。 

ab:行動の観察、提出

物の点検 

d:授業プリントの記述

の点検及び定期考査 

e：提出物の点検、小

テスト及び定期考査 a:

行動の観察 

 

３
学
期 

評
論 

教材：『支配の役

割』 

 

○   ◎ ◎ a:筆者の思想に興味を持とう

としている。。  

d ：教材で述べられている筆者

の思想を理解している。 

e:評論に特有の表現のしかた

を理解する。 

a,d,e: 記述の点検と

確認及び分析 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


